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首都圏 

 
１ 件 名 

第６回「鷺流狂言 in 山口県立大学」の開催について 

 

２  趣 旨 
山口県指定無形文化財である「鷺流狂言」を解説付きで上演するとともに、当セン 

ター所蔵の関係資料の展示も行います。本公演は、地域の方々や学生に、地域に伝わる
貴重な伝統芸能に接する機会を提供するために、平成２０年から毎年開催しているもの
です。なお、学生に対しては、授業で学ぶ「鷺流狂言」の実演に触れることにより、教
育効果を高めることもねらいとしています。 

 

３ 日 時 
平成２６年１月２６日（日） １４時開演（１３時３０分開場） 

 

４ 場 所 
山口県立大学講堂（桜圃会館) ※ 裏面チラシ案内図 

 

５ 概 要 

(1) 主 催 山口県立大学附属郷土文学資料センター 

 共 催 山口県立大学国際文化学部 

(2) 解 説 稲田秀雄（附属郷土文学資料センター所長） 

(3) 出 演 山口鷺流狂言保存会の皆さん 

(4) 演 目 「清水
し み ず

」「鎌腹
か ま ば ら

」「千鳥
ち ど り

」 

(5) その他 入場無料・申込不要（席に限りがありますので、早めにお越しください。） 

(6) 参 考 

山口鷺流狂言保存会は、今年(平成２６年)設立６０周年を迎えられます。そうした
節目の年に当たり、本公演も鷺流狂言の継承・発展に資するため、地域貢献の一環で
ある地域開放プログラムとしての位置づけをますます明確にし、今後も継続していき
たいと考えています。 

 

６ 問合先 

附属郷土文学資料センター所長 稲田秀雄 

電話：083-928-3422 

メール：inada@fis.ypu.jp 
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